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ま け る
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―意志

い し

が弱
よ わ

い方
か た

へ―  
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

とうごう じゅん 

 



 
二人
ふ た り

はいつも一緒
いっしょ

です。 
 



ひとりは山
やま

登り
の ぼ り

をしたいと思
おも

っています。もうひとりは海
うみ

で遊
あそ

びたいと思
おも

っています。 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

二人
ふ た り

は、行
い

きたい方向
ほうこう

に向
む

かって、押し合い
お し あ い

ました。 

 

俺
おれ

は海
うみ

に行
い

くんだ。 
俺
おれ

は山
やま

に行
い

くんだ。 



 
二人
ふ た り

は毎日
まいにち

毎日
まいにち

、押し合い
お し あ い

ました。二人
ふ た り

とも、とても意志
いし

が強い
つ よ い

のです。…１ヶ月
１ か げ つ

過
す

ぎました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
とうとう山

やま

に向
む

かって 1 メートル進み
す す み

ました。 

 

負
ま

けるものか！ 
負
ま

けるものか！ 



どうすれば、相手
あ い て

に勝
か

てるのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
時々
ときどき

、相手
あ い て

を殴ったり蹴
け

ったりしながら、二人
ふ た り

は必死
ひ っ し

で押
お

し続
つづ

けました。 

 

このやろう！ 
 

このやろう！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夜
よる

、落ち着いて
お ち つ い て

眠
ねむ

ることも出来
で き

ません。 

 



…こうして１年
ねん

が過
す

ぎました。 
とうとう 2ｍ、海

うみ

に近
ちか

づくことが出来
で き

ました。二人
ふ た り

とも、がんばれ！ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・・・でも、気

き

を抜
ぬ

くと押
お

し込
こ

まれます。ああ、今度
こ ん ど

は海
うみ

から 2ｍ遠
とお

ざかってしまいました！  

 



…そして、１０年
ねん

が経
た

ちました。でも、まだ山
やま

にも海
うみ

にもいけません。もう、二人
ふ た り

ともクタクタです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こいつさえ、いなければ！ 
 

こいつさえ、いなければ！ 
 



―さて別
べつ

のところに、あまり意志
いし

が強
つよ

くない人が二人
ふ た り

います。この二人
ふ た り

もいつも一緒
いっしょ

です。 

 

 



ひとりが山
やま

に行
い

きたいと思
おも

いました。もうひとりは、海
うみ

に行
い

きたいと思
おも

いました。 
 
 
 
 

 



そこで二人
ふ た り

は、まず海
うみ

に行
い

くことにしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
海
うみ

でいっぱい遊
あそ

びました。 

 



翌日
よくじつ

は山
やま

に行
い

きました。 

山
やま

でいっぱい遊
あそ

びました。 



この二人
ふ た り

は、どこにでも行
い

けるのです！ そして、とっても幸福
こうふく

です。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 



意志
いし

が弱
よわ

いとお思
おも

いですか？  

心
こころ

の中
な か

で、自分
じ ぶ ん

と自分
じ ぶ ん

が戦
たたか

ってはいませんか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



あとがき ―絵本「負けるものか！」 
 
 
 
この絵本では、個人の葛藤をテーマとしましたが、これを個人に限定して考える必要はありません。  
 
家族の葛藤でも、国内の葛藤でも、宗教間の葛藤でも、国と国との葛藤でも同じことです。いかに、競争し、相手を出し抜き、相手に勝つか、 
…そんな生き方を選ぶことが出来ます。そしてもし、相互の力が拮抗していれば、一歩も前に進むことは出来ません。 
 
同様に、いかに妥協し、いかに相手を尊重し、いかに調和、和の中で生きるか。協力の道を探るか。 …そんな生き方を選ぶこともできるで

しょう。  
 
個々の力は弱くても、力を合わせれば、何倍にも出来るのです。  
 
もし、あなたがこの絵本に共感されたなら、出来るだけ多くの方に、ご紹介していただければとお願いいたします。 
 
本絵本は、自由にコピーして下さって結構です（商業出版はじめ金銭的な授受を伴う場合を除きます）。また下記ＷＥＢからは、東郷潤の他

の絵本やメッセージをダウンロードすることが出来ます。 
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